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の下、健康体操が開

なリズムで楽しい時

 

セ

体
操
を
始
め
て
、
十
年
に
な
り
ま
し
た
。

学
生
時
代
か
ら
運
動
の
苦
手
だ

っ
た
私
で
す

が
、
今
は
毎
週
木
曜
日
の
午
後
、
楽
し
み
に

通

っ
て
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
の
年
令
も
四
十
代
か
ら
、
七
十

代
迄
、
皆
で
仲
良
く
、
藤
井
先
生
の
御
指
導

の
下
で
頑
張

っ
て
い
ま
す
。

音
楽
に
合
わ
せ
て
、
ス
ト
レ

ッ
チ
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
、
ダ
ン
ス
、
帰
り
は
硬
い
身
体
も

温
ま

っ
て
、
柔
ら
か
く
し
な
や
か
に
な
り
ま

す
よ
。

皆
様
も

一
緒
に
体
操
し
ま
せ
ん
か
、
お
待

ち
し
て
ま
す
。

中
野

友
子
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周陽子育てサロン
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花づくり講習会

こぐまクラブ

期末テス ト(28日)

周陽ブロック人権教育推進協議会
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雨天中止
*参 加される方は周陽ソフ トボール部

河谷まで(TELO90-7997-2926

『
お
願
い
し
ま
ー
す
。
』
の
挨
拶
の
後
、
脈
拍

を
取
る
こ
と
か
ら
健
康
体
操
、
ス
ト
レ

ッ
チ
体

操
の
始
ま
り
で
す
。
先
生
の
下
、
腹
筋
力
、
背

筋
力
の
強
化
、
又
、
体
の
歪
み
、
正
し
い
姿
勢

な
ど
軽
快
な
音
楽
に
合
わ
せ
て
、
体
を
動
か
し

て
い
ま
す
。
充
分
体
が
暖
ま
る
と
ス
ト
レ
ッ
チ

を
取
り
入
れ
た
健
康
ダ

ン
ス
も
し
て
い
ま
す

が
、
脳
の
活
性
化

《
記
憶
力
や
思
考
力
》
に
と

て
も
良
い
と
思
い
ま
す
。
年

一
回
集
大
成
の
発

表
会
も
あ
り
ま
す
。
健
康
維
持
の
為
、
こ
れ
か

ら
も
ず

っ
と
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
『あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
』
の
挨
拶
で
終
わ
る
楽
し

い
教
室
で
す
。

松
原

啓
子
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い
よ
い
よ
ワ
ー
ル
ド
カ

ッ
プ
が

開
幕
し
ま
す

つ
い
先
日
冬
季
五
輪
が
閉
幕
し
た
と
思

っ
た

の

に
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ァ
ン

(観
戦
の
み
で
す
が
)
と

し
て
又
楽
し
み
が
始
ま
る
ぞ
と
い
う
期
待
感
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
周
陽
地
区
出
身
の
田
中
達
也
選

手
も
予
備
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
勇
姿
を
見

る
チ
ャ
ン
ス
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
梅
雨
入
り
、
外
出
も
お

っ
く
う
に
な

り
が
ち
で
す
。
せ
め
て
テ
レ
ビ
観
戦
で
も
心
の
汗

を
流
し
た
い
で
す
。

♂
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第327号周陽地 区コ ミュニテ ィ ・公 民館 だよ り

記事と情報は

周 陽 公 民 館 へ
留28-6515

メー ル ア ドレスshuyo-ko@city.

shunalwamaguchijp

平成22年6月 号

い
6月 の 資源 回収 日は20日(第3日 曜 日)で す 。

卜ス鋤
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嘆

'、うんな、おか しを

乍っていきたいです

昆ぜるのが大変

でも、楽しい

とても上手にできたの

でうれしい。

保轟二蹴蕎 鶴 謝 能墜象蔀幾 を 罵樽
作りました。

講師の河村加南子先生のご指導で、子どもたちも一生懸命挑戦し、笑顔いっぱい!!楽しくお菓子

作りに励んでいました。保護者の方も、一緒に作業に加わりながら、子どもたちのがんばる姿を

見て、とても喜んでいま した。



思いやりあふれるまちづくり
平成22年 度の各団体の総会がほ

ぼ終了しました。団体長となられた方

に今年度の抱負をお聞きしました。

自治会連合会総会風景(5/8)

　

　

周
陽
地
区
自
治
会
連
合
会会

長

加
藤

洋

少
子
化
、
高
齢
化
は
各
自
治
会

へ
問
題
を
投
げ
か

け
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は

「
自
治
会
グ
レ
ー
ド
ア

ッ

プ
講
座
」
を
参
会
に
分
け
て
開
催
し
、
自
治
会
の
あ

り
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。
本
年
度
も
自
治
会
の
活

性
化
を
目
指

し
て
皆
様

一
緒
に
が

ん
ば

り
ま

し

ょ

う
。
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る
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気活

周
陽
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会

会
長

原

康
正

こ
の
度
会
長
を
お
引
き
受
け
す
る
事
に
な
り
、
身

の
引
き
締
ま
る
緊
張
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
私
は
昔

の
大
河
内

(
現
在
の
大
内
町
)
に
生
ま
れ
育
ち
、

一

時
期
転
勤
で
離
れ
ま
し
た
が
、
以
来
ず

っ
と

こ
こ
周

陽
に
住
ん
で
お
り
ま
す
。
昔
は
大
田
舎
で
し
た
が
団

地
が
開
発
さ
れ
、
自
然
災
害
も
少
な
く
、
温
暖
で
緑

豊
か
な
住
み
や
す
い
環
境
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
は

一
層
笑
顔
と
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
な
地

域
づ
く
り
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

私
が
地
域
活
動
に
参
加
し
て
三
十
五
年

の
間
に
当

地
区
も
高
齢
化
、
都
市
化
が
進
み
隣
近
所
の
人
の
顔

も
名
前
も
知
ら
な
い
方
が
増
え
て
お
り
ま
す
。

コ
ミ

ュ
一
一テ
イ
は
皆
が
仲
良
く
つ
な
が
る
事
で
す
。
「
遠
く

の
親
戚
よ
り
近
く
の
他
人
」
ま
ず
は
、
ご
近
所
同
志

あ
い
さ
つ
か
ら
。

●

周
陽
地
区
社
塾
福
祉
協
護
会

・
・
ン

ぎ
＼

、、

病
賂

区祉意
撫

翻
撫

社

、会
蕎
祉
協
議
会
か

ち
」の
櫨
助
金
や
配
治
金
及
び
砦
様

か
ち
の
蓄

謹

選

れ
て
費

ま
適

地
募

皆

様
に
事
業
内
容
φ
理
解
ど
御
協
力
を
い
た
だ
く
事
が

大
望

と
考
え
驚

亡
券

職
潭

+
分
姦

説

や
写
真
入
り
で
の
説
明
等
漕
皆
き
ま
℃
蕩
近
仁
感
ゆ

て
い
た
だ
"
る
よ
う
な
広
報
括
動
仁
努
め
た
舶
亡
思

い
矯
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周
陽
地
区
体
育
振
興
会会

長

石
田

健
人

体
育
振
興
会
の
活
動
で
は
お
世
話
に
な

っ
て
い
ま

す
。
周
陽
運
動
会
で
す
が
、
少
子
高
齢
化
の
た
め
参

加
者
が

固
定
さ
れ

る
と
言
う
問
題
を
抱

え
て
い
ま

す
。
今
後
、
競
技
等
の
企
画
、
運
営
に
工
夫
し
て
行

き
ま
す
の
で
気
軽
に
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

●

■
■

みんなのつながりの輪を広めよう1
伽

●

◎

●

■

周
陽
地
区
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

・

…

会
長

申
野

敏
晴

周
陽
地
区
に
は
二
十

一
も
の
単
位
子
ど
も
会
が
あ

り
(
各
子
ど
も
会
の
会
長
さ
ん
や
幹
事
の
皆
さ
ん
と

と
も
に
、
秋
月
や
桜
木
地
区
と
も
協
力
し
て
夏

の
キ

ャ
ン
プ
や
秋
の
球
技
大
会
も
企
画
し
て
い
ま
す
。

た
く
ざ
ゐ
の
子
ど
も
た
ち
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。・

,
・

O
.

。
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周
陽
婦
人
部
み
ど
り
の
会

会
長

長
広

喜
美
子

周
陽
婦
人
部
み
ど
り
の
会
は
、
周
陽
地
区
の
婦
人

が
地
域
に
積
極
的
に
参
加
し
て
貢
献
す
る
こ
と
が
目

的
で
す
。
皆
が
周
陽
地
区
に
関
心
を
も
っ
て
い
ろ
い

ろ
な
行
事
に
参
加
し
、
周
陽
地
区
を
知
る
事
か
ら
始

め
て
は
い
か
が

で
す
か
。
仲
良
く
楽
し
く
活
動
を
広

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

O

周
陽
地
区
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会
長

清
水

朝
彦

民
生
委
員
児
童
委
員
十
三
名

(主
任
児
童
委
員
内

二
名
)
が
あ
な
た
方

の
相
談
相
手
で
す
。
現
在
は
、

心
配
事
が
多
い
時
代

で
す
か
ら
私
た
ち

の
福
祉
相
談

活
動
も
重
要
で
す
。
そ
こ
で

【
広
げ
よ
う
地
域
に
根

ざ
し
た
思
い
や
り
】
を
合
言
葉
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

個
人
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
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マ

■
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周
南
市
交
通
安
全
協
会

・

＼
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.

周
陽
支
部
長

、
早
船

一智

、交
通
事
故
が
減
少
し
ま
せ
ん
,
‡特
に
高
齢
者
の
死

亡
事
故
が
半
数
を
占
め
て
い
ま
す
。
私
信
亡
め
周
陽

地

区
か
ら
加
害
者
も
被
害
者
も
出
さ
な
い
よ
う
に
と

願

っ
て
立
哨
し
て
い
ま
す
ゆ
皆
さ
ん
交
通
ル
レ
ル
を

守

っ
て
く
だ
さ
い
ね
。
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
こ

し
と
が

大
切
で
す
。

・、

・

趣
味

.
文
化
教
室
運
営
委
負
長
ご
ゴ

　一

・

浜
田

、礼
子

軽
い
気
持
ち
で
駄
さ
愛
"
て
特
十

一
年
月
を
迎
え

ま
可

地
域
の
篠

に
麦

蓋

△眉
ま
で
型

か

務
め
る
事
が
出
来
誤
し
た
ゆ
誰
で
も
喜
ん
で
参
加
出

来
、
・皆
で
楽
し
め
る
学
び
の
賜
で
あ
る
よ
う
に
、
少

ル
で
も
お
手
伝
い
が
咄
来
れ
越

意

っ
て
鞍

葉

周
陽
青
雲
会

会
長

早
船

智

青
雲
会
が
発
足
し
て
十
五
年
目
に
な
り
ま
す
。
今

年
も
会
員
を
増
や
し
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
頂

け
る
企
画
を
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
日
帰
り
旅

行
、
花
壇
作
り
や
大
向
農
園
の
野
菜
作
り
、
周
陽
公

園
の
ト
イ
レ
掃
除
、
毎
月
の
定
例
会
を
含
め
更
に
更

に
楽
し
い
青
雲
会
に
し
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

●

●
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花

ック

 

」ク

会

・

花つく1
～季

季節の花苗5種 類をプランターに植えてみまぜんか?10月

～11月 まで楽 しめる花苗を、経験豊富な先生の指導のもとで

寄せ植えします。もちろん、出来上がったものはお持ち帰りく

ださい。お部屋のインテリア、庭先のガーデニングなどに活用

できますよ。 【講師:田村 修先生(米沢園芸)】
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にて、住所 ・氏名

の上ご連絡 くださ
,簿 一 男灘 羅

学生 ・高校生"演 劇サポ嶺 卜"

εランディア体験講座

家 ・役轡 ・義方 ・観客が一縫に創り上げる総合蓬
の 鱒湊欝 の翼方鰭験
蔓の日の1回 だけ出席して下さい)

月27臼 、7月4臼 、7胤1臼
ヨ曜、重O聴から陶南窃文化会館にて)

南葡文化振萸財鳳 山Q禦 で禽本聴さんの潰劇を
る会(事 務簡狛◎834・・25B353)

撫
隙驚
{星麩藍 土肇」

㊤衆
作家禽本聰さんの演劇をサポー トするために、スタッフとして

案際に事窮準備と当臼の運営に参泌でき豪ず,

作
術
依
6
伯
周
観

、

割

捌

槻

内

説

霊

藍

ー

ー




